
おぜき 鳥井

第６６号 令和２年度一般会計補正予算（第７号）について 〇 〇
第６７号 令和２年度一般会計補正予算（第８号）について 〇 〇
第６８号 市職員の給与に関する条例等の改正について 〇 〇

① 第６９号 特別会計条例の改正について × ×
第７０号 令和２年度一般会計補正予算（第９号）について 〇 〇
第７１号 公告式条例の改正について 〇 〇

② 第７２号 老人福祉センター条例の改正について × ×
③ 第７３号 保育所条例の改正について × ×

第７４号 国民健康保険条例の改正について 〇 〇

④ 第７５号
令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）について × ×

第７６号 学校教育環境審議会条例の制定について 〇 〇
第７７号 名草セミナーハウス条例の制定について 〇 〇

⑤ 第７８号 市民プラザ条例の改正について × ×

賛否
議案 内　　　容

2021年1月1日（水）

足利市田中町７８９
第３石川ビル３階

市議会議員
おぜき栄子

第140号

産業団地より市内業者支援を！

日本共産党市議会議員団

TＥＬ（７２）７８４８ FAX（７１）８３９２

おぜき栄子
鳥井やすこ

無料法律相談会毎月第1火曜日 おぜき栄子・鳥井やすこ事務所
相談される方は事前に事務所へ連絡をして下さい。

おぜき栄子 鳥井やすこ

１２月議会議案の賛否

②
議
案
第
72
号
は
、
公
共
施

設
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
南
幸

楽
荘
を
廃
止
す
る
条
例
改
正

で
す
。
南
幸
楽
荘
は
、
所
在
地

を
河
南
地
域
に
有
し
、
人
口
の

33
％
、
高
齢
者
比
率
も
30
％
を

占
め
る
地
域
で
あ
り
、
河
南
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
老
人

福
祉
施
設
で
あ
る
こ
と
、
足
利

市
全
体
の
人
口
比
、
高
齢
者
比

に
照
ら
し
て
も
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
公
共
施
設
再
編
計
画
を

十
分
な
論
議
を
経
て
見
直
し
を

行
う
べ
き
で
す
。

新しい年を迎え、いかがお過ごしでしょうか。
昨年の新型コロナ感染症の拡大は、医療、介護、学校、
飲食店をはじめ事業所などの皆さん、市民の皆さんに多
大な影響を、及ぼしました。感染拡大が止まりません。今、
やるべきことはPCR検査の徹底と医療・介護・事業者への
減収補てんを行うことです。これを国・県に対して働きかけ
るとともに市独自の施策を行い、市民の困難に寄り添った
税金の使い方に改めるべきです。これらを実現するため
に今年も精一杯頑張ります。

新年のご挨拶を申し上げます。晴れやかにお祝い

の言葉を口にすることを躊躇してしまう年明けとなりま

した。新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中で

の年越しは、今まで経験したことのないものです。２０

２１年は、「困った人にやさしい政治。」を自分の課題

とし、コロナ禍の中でさまざまな困難（失業・貧困等）

に見舞われた市民に寄り添い、安心して暮らせる足

利市にしていくことに取り組みたいと考えています。

会期は、11月27日から12月22日でした。

主な議案

①仮称あがた駅北産業団地開発事業特別会計

②南幸楽荘、名草保育所の廃止等

③
議
案
第
73
号
は
、
名
草
保
育

所
を
廃
止
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
は
、
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
名
草
保
育
所
に
入
所
希

望
者
が
あ
っ
た
の
に
廃
止
を
決
め

た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
名
草
地
域

に
子
育
て
世
代
の
若
者
な
ど
の
人

口
増
が
見
込
め
な
く
な
る
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
過
疎
化
が

さ
ら
に
進
み
、
農
村
地
帯
が
さ
ら

に
荒
れ
果
て
た
地
域
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。
保
育
所
の
存

在
は
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
す
。
行

政
は
、
入
所
児
童
を
増
や
す
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
必
要
で
す
。

④
議
案
第
75
号
は
、
国
庫
補
助

金
の
高
齢
者
医
療
制
度
を
円
滑
に

行
う
為
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
で
す
。

２
０
２
１
年
か
ら
、
「特
例
軽
減
」が

な
く
な
り
、
保
険
料
の
値
上
げ
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
の
一
部
で
す
。
国
庫
負
担
分

は
、
老
人
保
健
制
度
が
始
ま
っ
た

１
９
８
３
年
の
45
％
か
ら
35
％
に

減
少
し
ま
し
た
。
45
％
に
戻
し
国

に
対
し
て
、
公
的
責
任
を
果
た
せ

と
働
き
か
け
る
べ
き
で
す
。

市民のくらし
福祉優先へ！

①
議
案
第
69
号
は
足
利
市
特
別

会
計
条
例
に
「(

仮
称)

あ
が
た
駅
北

産
業
団
地
開
発
事
業
特
別
会
計

(

仮
称)

あ
が
た
駅
北
産
業
団
地
開

発
事
業
」
を
追
加
す
る
条
例
の
改

正
で
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
上

回
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
済
的

ダ
メ
ー
ジ
が
進
ん
で
い
る
中
で
、

足
利
市
単
独
の
事
業
と
し
て
産
業

団
地
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
既
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
市
内
事
業
者
の
方

た
ち
へ
の
援
助
こ
そ
最
優
先
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
、
論
議
が
十

分
に
行
わ
れ
な
い
ま
ま
進
め
る
こ

と
は
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑤
議
案
第
78
号
は
足
利
市
民
会

館
の
閉
館
に
よ
り
貸
館
機
能
を
、

足
利
市
研
修
セ
ン
タ
ー
を
足
利

市
民
プ
ラ
ザ
の
別
館
と
し
て
使
用

す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
条
例
改

正
で
す
。
新
足
利
高
校
の
た
め
に

足
利
市
民
会
館
の
用
地
を
提
供

す
る
こ
と
か
ら
派
生
す
る
足
利

市
の
公
共
施
設
の
影
響
は
大
変

大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
市
民

会
館
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
解

体
だ
け
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

は
到
底
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民

会
館
建
て
替
え
に
反
対
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
切
り
発

車
的
な
条
例
改
正
は
受
け
入
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

十
二
月
議
会
報
告

日本共産党市議団は以下の5つの議
案に反対しました。

南幸楽荘は河南地域に必要！入所希望者があるのに廃止！高齢者のさらなる負担増！

市民会館の解体は十分な議論を！一
般
質
問
の
内
容
は

次
号
に
掲
載
し
ま
す

足利学校・正殿改修後のライトアップ公開

ＴＥＬ090-8004-0577 ＴＥＬ090-1690-5106



「
国
の
責
任
に
よ
る
「
20
人

学
級
」
を
展
望
し
た
少
人

数
学
級
の
前
進
を
求
め
る

請
願
」に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
の
中
、
子
ど
も
た
ち
に

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

確
保
す
る
意
味
で
「
少
人

数
学
級
」
を
実
現
す
る
こ

と
を
求
め
た
意
見
書
の
採

択
を
の
ぞ
む
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
、
教
育
経
済
建
設

常
任
委
員
会
に
お
い
て
不

採
択
と
さ
れ
た
理
由
に
は

「
教
職
員
や
教
室
の
確
保

に
つ
い
て
全
国
的
に
大
き

な
財
政
負
担
等
が
生
じ
る

」と
あ
り
ま
す
が
、
日
本
教

育
学
会
に
よ
る
本
年
5
月

の
提
言
に
お
い
て
小
学
校
・

中
学
校
・
高
校
の
教
員
増

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
・
学
習
指

導
員
を
小
中
高
に
配
置
し

た
場
合
の
必
要
な
予
算
を

少
人
数
学
級
を
求
め
る
請
願
を
不
採
択
に

新
日
本
婦
人
の
会
が
議
会
に
提
出
し
た
「
少
人
数
学
級

の
前
進
を
求
め
る
請
願
」
が
議
会
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
（
（
紹
介
議
員
）
は
不
採
択
に

反
対
を
し
ま
し
た
が
、
不
採
択
に
賛
成
す
る
討
論
は
行

わ
れ
ず
、
道
理
の
な
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

鳥
井
や
す
こ
の
反
対
討
論
要
旨

約
1
兆
円
と
試
算
。
教
職

員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
少

子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
自

然
減
も
あ
り
、
教
員
を
大

増
員
す
る
ま
で
も
な
く
児

童
生
徒
数
の
減
少
が
あ
っ

て
も
教
員
数
を
減
ら
さ
ず

に
対
応
す
る
こ
と
で
１
兆

円
以
下
で
可
能
で
す
。
教

室
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
多

く
の
学
校
で
、
既
に
生
徒

数
の
減
少
は
起
き
て
お
り

空
き
教
室
の
転
用
で
対
応

可
能
な
学
校
が
多
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少

人
数
学
級
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
取
組
が
急
が
れ

る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

臨
む
に
あ
た
っ
て
も
、
今
ま

で
と
は
違
っ
た
対
応
が
教

員
に
は
求
め
ら
れ
、
35
人

の
定
員
の
ま
ま
で
よ
い
と
は

思
え
ま
せ
ん
。

日本共産党市議団は左記の
「コロナ禍における年末年始の体制強化を
求める緊急申入れ」を12月25日に和泉市長
に行いました。

栃木県社会保障推進協議会より提出さ
れた陳情書‐‐‐国に対して「妊産婦医療費
助成制度」を創設するよう意見書提出を求
める陳情書‐‐‐は議会に上程されませんで
した。
陳情の要旨
疾患や受診科目による制限のない妊産婦
に対する医療費助成制度を国の制度とし
て早期に実現を求める意見書を提出。

＊足利市議会基本条例第１７条で、
「議会は請願または陳情があったときは適
切かつ誠実にこれを審議するもの」として
います。議会上程しないことは、この条例
に反する行為です。

「妊産婦医療費助成制度の
陳情」を議論せず

年末年始、市の対応強化を申入れ

子
ど
も
た
ち
は
、
長
期
に

わ
た
る
休
校
を
は
じ
め
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
お
り
、
学
び
と
成

長
へ
の
抜
本
的
な
支
援
が

必
要
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
学
び
、
心
身
の
ケ
ア
、
感

染
対
策
を
は
か
る
た
め
に

、
少
人
数
学
級
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
再
開
後
も
小
中
学

生
の
７
割
が
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
調
査
も

あ
り
、
子
ど
も
の
ケ
ア
は

引
き
続
き
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
遅
れ
へ
の
あ
せ

り
」
か
ら
「
詰
め
込
み
」
に

走
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
に
配
慮

し
た
学
習
計
画
と
学
校
運

営
を
行
う
よ
う
に
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

寒さに負けず、街頭から政策
の訴えと議会報告を行う。

申入れ要旨
１．年末年始に市民への相談窓口を
開設し、県、関係団体と連携し
支援にあたること。

２．市役所等で休日・夜間窓口の代表
電話の案内を掲示し、休日診療所
の案内を掲示すること。

３．安足健康福祉センターと連携し
PCR検査ができる体制をとること。

４．市内中小企業の経営継続に向け
たさらなる支援を速やかに検討・
実施すること。

足利市役所連絡電話番号
0284-20-2222（代表）


